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＜ 地域の取り組み紹介 ＞

（社）神奈川県看護協会

医療安全対策課長

安井はるみ

＜神奈川県看護協会＞

• 会員：28,010人

• 平成14年度 医療・看護安全対策委員会発足

• 平成15年度 医療安全推進班発足

• 平成17年度 医療安全対策課へ組織改編

• 平成20年度 市民参加型医療安全推進プロ

ジェクト発足

＜主な業務＞

医療安全管理に関する情報発信、医療リテラシ
ー教育の普及、リスクマネジャーネットワーク、
相談窓口など

＜あなたが安全な医療を受けるための８つのポイント＞
 

 

 

 

 

 

先日、５月１７日（土）都内の経団連会館にて、医療の質学会・安全学会理事長の高久史麿氏が議長

を務め、“医療安全全国共同行動キック・フォーラム”が開催されました。職種や壁を越え、病院と医療を

支える様々な団体・学会・行政・地域社会が一致協力して、医療事故の防止に総力を挙げて取り組み、

「死亡事故及び有害事象」の軽減を目指すというものでありました。 

早速、神奈川県・西部地区の近隣の医療関係機関等に、“医療安全に関する地域連携交流会”を呼

びかけ、去る７月５日（土） 第一回目の“交流会”が開催されました。近隣の医療機関・福祉関係職種等

の１３施設から３２名の参加がありました。 

当日は堀 喜久子氏（神奈川県看護協会常務理事）、安井はるみ氏（同県看護協会医療安全対

策課）、村上紀美子氏（医療ジャーナリスト）より、“医療安全全国共同行動キック・フォーラム”が開催

された経緯や目的などメッセージやアドバイスをいただきました。 

参加者からの自己紹介や活動状況、さらに鶴巻温泉病院の安全管理の取り組みや病院見学を実施

しました。その後、グループワークでは、堀常務理事に支援をいただきながら、日頃の「安全管理」活

動での悩み・想いなど率直に語り互いの労をねぎらい合い、改善策等の情報交換を行いました。その出

会いから、「落ち込んでいたが頑張ってやっていこうと感じた」「自分の職場で何を行うべきか見えてき

＜＜ 県内の取り組みのご紹介  ＞＞ 

第一回  『医療安全に関する地域連携交流会』を開催して 

鶴巻温泉病院・安全管理対策室長： 竹中 ツネ    
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た」「施設や職種の壁を越えた方々との情報交換に勇気をもらった」「課題が明らかになった」等という声

が聞かれました。 

次回の交流会の「お世話係を・・」と多くの方々が手を上げてくださり、力強い仲間ができました。次回

の「開催日時」や交流会の「ネーミング」は、その方々と検討・企画を致したいと思います。次回の交流会

は、さらに充実した交流会となることを願っております。職種・施設・行政などの多くの方々の参加をお待

ちしております。 
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患者参加による医療安全取り組み紹介患者参加による医療安全取り組み紹介

－患者さん安全ハンドブック、－患者さん安全ハンドブック、

医療ＫＹＴの活用－医療ＫＹＴの活用－

2009.5.30
医療安全全国共同行動“いのちをまもるパートナーズ”

行動目標 ８：「患者・市民の医療参加」

KYT（危険予知トレ ニング）

東名厚木病院
医療安全管理室
室長 戸田由美子

KYT（危険予知トレーニング）
Kiken  Yochi   Training

＜病院の概要＞
病 床 数：２６７床

職 員 数：３３０名（看護職員１３３名）

診療科目：内科、消化器科、外科、整形外科

形成外科、脳神経外科、呼吸器科

循環器科、泌尿器科、麻酔科、

リハビリテーション科など１８科

【各種許可・認定】
救急告示病院、臨床研修医研修病院
一般病棟１0：１入院基本料
病院機能評価認定施設（平成２０年更新）
特定集中治療室管理料、医療安全対策加算
【医療安全管理室】
平成１５年７月開設 医療安全活動を実施

『医療講座』等で、患者さん向けの講座での医療安全情報の提供

１．2007.2.15 「医療安全における患者様の参加－医療危険予知トレーニング紹介－

東名厚木病院 約30名

２．2007.9.22「医療安全における市民の参加－医療危険予知トレーニング－」

日本青年館国際ホール NPO法人市民と医療をつなぐ会 約70名

３．2009.4.23「安全な医療を実践する為の取り組み 患者さん安全ハンドブック、医療ＫＹＴ」

東名厚木病院 約50名

平成21年5月30日　医療安全全国フォーラム

神奈川県看護協会　安井はるみ



2

医療講座メニュー
１．医療安全への取り組み

１）国（医療事故情報収集事業）

２）第三者機関（日本医療機能評価機構）

３）東名厚木病院（医療安全の取り組み紹介
）

医療ＫＹ （危険予知トレ グ）とは？２．医療ＫＹＴ（危険予知トレーニング）とは？
→ＫＹＴ： Kiken  Yochi   Training
医療ＫＹＴの活用方法の紹介

健康問いかけ、イラスト、指示だし指示受け、
インシデントレポートＫＹＴの紹介

３．患者さん安全ハンドブック紹介

３．患者さん安全ハンドブック
患者さんと創る

患者さん安全ハンドブック

１．普段からご自身の健康状態を観察しましょう
２．名前はフルネームで伝えて､確認しましょう
３．受診した時は、自分の症状を伝えましょう
４ 医療従事者からの説明を聞きましょう４．医療従事者からの説明を聞きましょう
５．薬の間違いを防ぎましょう
６．転倒・転落を予防しましょう
７．退院が決まったら、自宅の準備をしましょう
８．かかりつけの医療機関を持ちましょう
９．疑問を感じたら、必ず確認しましょう
10．医療機関を受診する時はマナーを守りましょう

参考文献：神奈川県看護協会「あなたが安全な医療を受ける為の８つのポイント」

２．名前を伝え、そして確認しましょう！

ト ウ メ イ

「患者さん間違い」はどうして起きるのでしょう？
医療機関には、大勢の患者さんが集っています。

医療従事者は、間違いを起こさないように確認してい
ますが、患者さんにも協力していただくことで、更に
安全性が高まります

名前

ID番号 生年月日

治療するところ

確認すること
同姓・同
名
同姓同名

似ている
名前

ト ウ メ イ
タロウさん

ト ウ メ イ
タロウです

安全性が高まります。

目が赤いけど、眠
れなかったの？

夕べ遅くまでドラ
マ見ていたら…眠
れなくて・・・

＜実施した感想＞

１．地域の皆さんのアンケートより

１）病院の取り組みを知る事が出来て良かった
２）警備保障会社で巡回時、指差し呼称していますが慢性的になって

います。最近は、脳内呼称（脳を動かせる）として、呼称を変更、
極力脳によびかけて脳から返事をもらい効果が出ています。
参考にして下さい。

３）ＫＹＴで事故防止はいいことだと思う。これからも患者と向き３）ＫＹＴで事故防止はいいことだと思う。これからも患者と向き
合う精神でお願いします。

２．実施者側の感想
１）参加された皆さんが、医療従事者の声に熱心に耳を傾けてくれて嬉しかった。
２）これからも私たちは、患者さんと一緒に考える場の提供を増やして、一緒に

安全な医療の実践について考えたい！と考えたので、今回の取り組みを他の
医療機関にも紹介したいと考えた。

３）最後に、地域の皆さん全員で、「東名厚木病院 医療安全で行こう、ヨシ！」と
タッチアンドコールして地域のみなさんと一体感を体験しました。
皆さんの笑顔が印象的でした。

平成21年5月30日　医療安全全国フォーラム

神奈川県看護協会　安井はるみ




